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ケプラーの円錐曲線論















































































































































































































































絶えず少なくなるのである（non vt Hyperbole expandit, sed contrahit ab infiniti com-










け〉離れていくにつれ（Ellipsi quò longiùs vltra medium cintinuatur, ..）、円に似てくる。







から始まり、双曲線の無限を経て放物線へ（quod à linea recta per Hyperbolas infinitas in

























離れる。つまり、自分に入り込むのである（tandem im recta focus minimum ab ipsa
























れている、そう、想像される（In Prabole vnus D est intra sectionem, alter vel extra vel
intra sectionem in axe fingendus est infinito interuallo à priore remotus, ..）。それで、こ
























































の背後の空間、放物線ののっている平面より上に、x, y, zの座標軸が交わる原点 Oを置く。
放物線、座標平面は、この x, y, zの座標で表現される。こうしておいて、この原点と放物線























































（おおよその描き順はこうである。正方形 FBCGを描く。二点のAを印し、左 Aと G, Cを
結び、FBとAG、ACとの交点を H, Eとする。中央の点Aと B, Cを結ぶ。左 Eから BCに
平行線を引き、AB, ACとの交点を d, Eとする。この dBCEが求める図である。この理由は
直観的に見て取られるが、六つの三角形、AACと EEC、CGAと EHA、BCAと DEA、それ
ぞれの相似を利用して、その計量的な正しさを示すことも出来る）。
点Aから引かれた直線、AG、ACが、直線 FBと交わる点が Hと Eであり、これは画面で
ある正方形 FBCGとの交わりである。中心点Aを頂点とする二等辺三角形ABCの二辺 AB、
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